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第Ⅲ部　結論および提言

第１章　結論

　本年度の調査は、地質概査（ルート長：500km）と既存ボーリングコア調査（コア長：

4,000m）を実施した。

　調査地域の地質は下位から、ゲレロテレーンを構成するテフピルコ片岩、ビジャアヤラ

層、アカペトラワヤ層・石灰質堆積岩類（テロロアパン層・パチビア層）、ミステコテレー

ンを構成するモレロス層、新生代のバルサス層、ティルサポトラ流紋岩層および貫入岩類

で構成される。

　テフピルコ片岩は弱変成の泥質～砂質岩を主体とし少量の緑色片岩を伴う。ビジャアヤ

ラ層は大部分が玄武岩～安山岩類（塊状溶岩、枕状溶岩、自破砕溶岩～ピローブレッチャ

ー、ハイアロクラスタイト）で構成され、上部にやや酸性（酸性安山岩～デイサイト質）

の溶岩・凝灰岩類と粘板岩・石灰質堆積岩類の互層が発達する部分を伴う。アカペトラワ

ヤ層は良く成層した粘板岩・砂岩の互層を主とし、砂質凝灰岩または礫岩を伴う。石灰質

堆積岩類は黒色の片理の発達した粘板岩を主体とし暗灰色の泥質石灰岩を伴うことが多い

が、石灰岩は数センチの薄層やレンズから部分的に発達して幅 1-2kmの岩体を形成するこ

とがある。モレロス層は、灰黒色～灰白色を呈する塊状石灰岩を主体とする。粘板岩～頁

岩の薄層と共に層状に産する場合や、チャートの薄層・レンズ（1～20cm）を伴う。バル

サス層は、赤褐色を呈する礫岩を主とする。ティルサポトラ流紋岩層は主に流紋岩～デイ

サイト質火山砕屑岩類からなる。貫入岩は流紋岩～デイサイト、安山岩がまとまった岩体

として分布する

　地質構造は、ゲレロテレーンの地層（テフピルコ片岩・ビジャアヤラ層・アカペトラワ

ヤ層・石灰岩質堆積岩類など）には、白亜紀末～古第三紀初頭のララミー変動の結果と考

えられる、強い変形作用（褶曲構造、衝上断層）が認められるがミステコテレーンのモレ

ロス層や新生代の地層中にはこのような変形は認められない。

　鉱化作用は塊状硫化物鉱床と第三紀の鉱脈型鉱床に関連したものが存在する。

塊状硫化物鉱床・鉱徴地はアウロラ地区、ママトラ地区に認められるが、ママトラ地区

の鉱徴は下盤中の鉱化であり、熱水の上昇域に当たると考えられる。

鉱床層準は、ビジャアヤラ層緑色火山岩類の最上部に位置し、やや酸性の火山岩・泥質

～石灰質堆積岩の互層帯と一部で同時堆積し、大部分では覆われていることが判明した。

　鉱脈型鉱床はかつてサクアルパン周辺で盛んに稼行されたとされるが、現在は 2鉱体が
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小規模に稼行されている。既存ボーリングコア中に鉱脈型の鉱化作用を確認したが、本地

域内に規模の大きい、高品位鉱体が存在する可能性は低いと考えられた。
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第２章　第２年次調査への提言

　第 1年次調査により、塊状硫化物鉱床の鉱床胚胎層準の分布と胚胎環境が明らかとなっ

た。地質構造的観点からは、鉱床を胚胎する地層は、カルデラ構造のような凹地に堆積し

たと推定されるが、数次の褶曲・衝上断層等の変形作用を受け詳細は不明である。鉱体と

同時に堆積した堆積岩類には、鉱化作用のハローとしてある種の元素（e.g. Pb, Zn, Ba, As）

の異常濃集が存在する可能性がある。したがって、2 年次調査は鉱化作用の中心により近

い部分で、上盤火山岩・堆積岩の互層帯の分布域を中心に、より精度の高い地質調査と岩

石地化学探査を行うことにより、鉱床賦存の高い部分を選定することが可能になると考え

られる。

　また、上盤分布地域内での構造ボーリングを実施することにより地質状況、特に鉱床層

準の分布深度と下盤の鉱化・変質状況を明らかにすることが可能となり、地表調査結果と

総合的に解析することで、鉱床賦存の評価が可能になると考えられる。

　さらにこれらの調査により有望地区が限定された段階で IP 法等による物理探査を行う

ことにより鉱体の規模を確認できる可能性がある。

　以上により優先順位の高い順に以下の調査を提言する。

①：アウロラ地区など上盤分布域における地質精査ならび岩石地化学探査

②：アウロラ地区など上盤分布域における構造ボーリング
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付　図
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